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【課題の概要】 
本研究は、海氷の生成・融解・物質輸送がもつ機能を全球

的・長期的に評価して、気候変動や生物生産への影響を明ら
かにするものである。具体的には、今まで作成されたことの
ない、海氷生産・融解量の全球データセットを、衛星マイク
ロ波放射計データを中心に用いて、過去40年間分作成する。
研究は独自の理論、堅実な計画、高い国際的実績に基づいて
おり、国際的、国内的に学術的に意義の大きい重要な課題で
ある。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
衛星観測データを用いた過去 40 年間分の海氷生産量マッ

ピング研究の集大成を完成できれば、海氷の熱・物質移動の
グローバル輸送が明らかになる。また、完成したデータベー
スは広く公開されることから、海洋における炭素吸収量の正
確な算定を含めて、数値モデル研究にも貢献することが期待
できる。 


